
名 張 育 成 会 施 設 運 営 の 沿 革 

 

 

昭和３２年 ４月  社団法人全国精神薄弱者育成会（現・社会福祉法人全日本手をつな

ぐ育成会）において名張市東田原 2621 番地に精神薄弱児施設・名

張育成園の建設を決定し、昭和３２年度のお年玉年賀はがきの全国

視野の配分金 20,000,000 円を受ける。その他は財界の寄付により３

３年４月１２日起工式を行う 

          昭和３３年１１月１４日土地 6,139.82 ㎡（1,857 余坪）を上村兄弟

より無償提供を受ける 

昭和３３年 ７月  清水建設（株）により施設の建設完成 総工事費 23,841,730 円本体 

昭和３３年１０月  児童福祉法により精神薄弱児施設（児童寮）として三重県知事より

認可を受け開園（定員５０名）他に自由契約２６名の収容をはかる 

          児童３０人、成人３４人の日本最初の児童・成人一貫施設として 

総工事費 45,000,000 円（園長舎・家族舎・作業場等含む） 

名張育成園が誕生 ３３年１１月９日落成式が盛大に営まれた 

昭和３３年     名賀郡から名張町へ権利承継 

昭和３３年１０月  名張町から社団法人全国精神薄弱児施設育成会へ名張育成園の設置

を期に名張町自ら福祉都市としての推進を意図され、私有林約５万

坪を無償贈与される 

昭和３４年 １月  定員６４名に変更する ３月社会福祉法人全日本精神薄弱者育成会

に改正される  第二期工事として職業補導施設完備 

昭和３５年 ３月  屋内作業舎、畜舎、鶏舎を建設 工事費 2,540,000 円 

昭和３５年 ４月  名張中学校特殊学級分教室を敷地内に設置 精神薄弱者福祉法制定 

昭和３６年 ６月  美旗地内の土地 7,955 ㎡ 芳川淳氏・戸澤正次氏より 贈与を受ける             

昭和３６年 ７月  美旗に第三期工事として芳川女史の遺言に基づく特別寄付金を元と

し借入金を加えて３２名の成人施設を建設し食堂・炊事場も設置し

施設の環境を整えた 

          また芳川女史の第二次寄付金で美旗駅前に水田三反・畑四反と隣接

の山林一町三反を買収し、将来この地に授産場とコロニーとしての

建設を計画した 

昭和３９年１２月  児童施設の本館管理棟、訓練棟、男子寮舎、講堂、職員家族舎、独

身者、食堂、調理場等新改築 総工事費 25,457,400 円 

昭和４０年１０月  児童施設（東田原）と援護施設（中村）の双方を変更し、（収容）入

所者を入れ替える、要因は一般棟と敷地を異にする不便さの改善    

                    



昭和４１年 ３月  職業訓練を専門とする施設を計画し 名張市美旗新田 2150 番地の 

                    土地 5,200 坪を名張育成園入所者であった親の土地を買収する 

４０年事業で４００坪の建設を行う 

昭和４２年１１月  精神薄弱者福祉法による援護施設 成美寮として定員３２名で認可 

昭和４３年１１月  精神薄弱者福祉法による援護施設 成峰寮の定員５０名に変更認可 

昭和４５年 ３月  援護施設 成美寮に授産棟、職員独身舎を建設及び児童施設に訓練          

          棟（めばえ）、教育棟（美旗小学校分校）の新築及び既存建物を改造

し名張中学校分校を併設 東田原にあった園長舎、成峰寮職員舎、

倉庫を児童施設敷地内（現中村２３２６番地内）に移設 

          総工事費 12,800,000 円（内船舶助成金 6,300,000 円） 

昭和４５年 ３月  児童寮及び成峰寮に水道敷設完成 総工事費 413,000 円 

昭和４６年 ３月  三施設に防火設備完了・児童寮および成峰寮防火用水兼プール設置 

          総事業費 4,650,600 円（内清水助成基金 4,470,000 円） 

昭和４７年 ７月  県の斡旋により社会福祉法人三重県精神薄弱者福祉協会設立発起人                 

会開催される 

昭和４７年１２月  社会福祉法人三重県精神薄弱者福祉協会を創設につき厚生大臣より

認可される 

昭和４８年１月１日 社会福祉法人全日本精神薄弱者育成会から新法人三重県精神薄弱者

福祉協会に寄付があり、１月 13 日新法人の設立登記完了、正味財産

214,457,000 円であり、利用者は県内利用対象とする 

昭和４８年 １月  全国精神薄弱児育成会から(社福)三重県精神薄弱福祉協会へ土地・建

物一切を寄付 

昭和４８年１０月  名張育成園 創立１５周年開催し斎藤文久理事長より４２名が表彰

される 

昭和５０年 ４月  新田地内にある更生施設 成美寮付近一帯が住宅団地の区画区域と

なったため、東田原にある同施設成峰寮に統合するため施設の改           

築を行い定員８０名に変更  この頃より入所児の減少と加齢児の

増加傾向が課題となる 

昭和５１年 ４月  成峰寮の整備工事完了 生活施設・居室棟を鉄筋２階建てとする 

昭和５４年 ４月  児童施設定員、規模、構造の変更の承認（重度入所施設定員４０名） 

          及び敷地の再造成を行う。 

児童施設改築工事居住棟鉄筋平屋造り・更生棟鉄骨造り 160,281,000

円で完成        

昭和５４年 ４月  精神薄弱者福祉法により更生施設 成美寮改築工事を行い定員８０ 

名の設置届け出 工事費 26,751,000 円 

                    



昭和５５年 ４月  施設の固有名称を統一する為、それぞれ「名張育成園」を冠する事

に定款変更 (この頃より通所ニーズ高まる) 

昭和５５年 ４月  更生施設 成美寮の定員を４５名とし、入所３０・通所１５名に変

更届出する （昭和 59 年 4 月 1 日通所 5 名増、定員５０名変更） 

昭和５６年１０月  し尿処理施設完成 (流末処理施設・オランダ方式) 

昭和６０年 ４月  心身障害児通園事業等の母子通園利用施設療育訓練棟めばえ開設    

          この事業は名張市より運営の委託を受ける 委託料 33,000,000 前後           

工事費 37,951,581 円（工事費 3200 万円・設計 100 万円・備品等） 

昭和６１年 4 月               昭和６１年 ４月   更生施設成峰寮を高齢者対策として利用者の生活環境改善のため定                       

員の                                            員７０名に減員の変更承認及び更生施設成美寮の定員、構造の変更

承認（入所                   承認（入所４５名・通所２０名）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

昭和６３年 4 月  身体障害者福祉法による在宅障害者ディサービス施設ききょうの家 

          運営委託について名張市長と委託締結、第 2 種社会福祉事業運営の

ため定款変更 定員２０名 当初市より運営費委託料 19,600,000 円    

平成 ３年 ４月  グループホームを上野市内に上野大栄ホーム設置（入居者 4 名） 

平成 ４年 ４月  グループホーム２箇所目を名張市東田原に名張みのりホーム設置 

          （入居者 7 名） 

平成 5 年 ４月  伊賀地区精神薄弱児（者）地域生活支援センター事業を三重県より事

業委託を受ける （コーディネーター事業） 

平成 ７年 ４月  法人名称を＜社会福祉法人名張育成会＞に変更する 

          成峰を成峯に変更する、今まで両方を使っていたが今後は定款に準

じた表記とする。平成８年４月 グループホーム３箇所目を名張市内

栄町に名張さかえホーム設置（入居者５名） 

平成 ８年 ９月  共用作業棟・グラスリッジ建設工事完成 総事業費 80,821,000 円 

平成 ９年 ４月  講堂修繕及びエアコン設備設置 総事業費 7,819,760 円 

平成 ９年 ９月  精神薄弱者更生施設 成美寮増改築・定員６０名、短期入所８名 

          及び精神薄弱者通所更生施設第２成美寮増改築・定員２０名 

          総事業費 972,526,000 円 

平成１０年１０月  地域生活支援センターを国事業、障害児（者）地域療育等支援事業

として事業実施 

平成１１年 ３月  昨年の風台風により児童寮の屋根の西側ほとんどがはがれてしまい 

          早速国より現地確認をされ、平成１０年度社会福祉施設等災害復旧

費として 3,791,000 円交付決定される。亀井利克県会議員奔走された 

平成１１年 ４月  名張市より委託の心身障害児通園事業を法改正により、障害児ディ

サービス通園事業として事業変更 

                    



平成１１年 ４月  精神薄弱から知的障害に用語が法律改正される 

平成１２年 ４月  名張市障害者等ホームヘルプサービス事業（ゆーゆ）運営について

名張市長と委託契約締結 第２種社会福祉事業運営のため定款変更 

平成１２年１０月  青山町とホームヘルプサービス事業実施について委託契約締結 

平成１２年１１月  県事業 生活ホーム桔梗が丘内にすみれホーム設置 （入居者４名） 

平成１３年 ３月  精神障害者小規模作業所の開設につき評議員８名任命する 

平成１３年 ４月  知的障害者更生施設（入所）成峯寮を重度棟として増改築を行い 

          短期入所７名・地域交流室にヘルパーステーションを設置する。 

平成１３年 ４月  知的障害者授産施設（通所）「とも」の創設 定員２０名開設に伴う 

          定款変更 総事業費 948,285,294 円（株）丸栄建設により建築 

平成１３年 ４月  名張市在宅障害児放課後生活支援事業の委託を受け事業開始 

平成１３年 ４月  桔梗が丘住宅地内に多目的施設（プチクラブ）開設       

平成１３年 ７月  知的障害者生活支援事業（国事業）認可 専任生活支援ワーカー 

平成１３年 ９月  トステム名張工場内に名張育成園専用作業場設置 

平成１３年１０月  すみれホーム・国事業のグループホーム(４ケ所目)に認可される 

平成１３年１２月  知的障害者更生施設（通所）第二成美寮の短期入所指定事業所認可 

          知的障害者授産施設（通所）とも 短期入所指定事業所認可 

平成１３年１２月  精神障害者小規模作業所（レインボークラブ）開設に伴う定款変更 

          １３年１２月２８日認可により公益事業運営開始 

平成１４年 １月  精神障害者の施設「レインボークラブ」の運営について名張市長と

委託契約締結し、名張市丸之内の旧老人福祉センターに於いて事業

開始 

平成１４年 ４月  名張市在宅障害児放課後生活支援事業の委託を受ける 年２７０万 

平成１４年 ４月  居宅支援(ホームヘルプサービス)等の事業実施に伴い評議員会を設

置して、４月２８日定款変更認可 理事８人・評議員 7 人とする 

平成１４年 ４月  児童寮内職員室に地域生活支援室の総合事務所開設 

平成１４年 ４月  名張市より受託の身体障害者福祉法に基づく在宅障害者ディサービ 

          ス施設 ききょうの家の事業を知的障害者ディサービスに事業変更 

平成１４年 ４月  桔梗が丘６番町内に生活ホーム、ききょうホーム・さくらホームの 

          ２箇所開設 

平成１４年 ６月  旧成峯跡地をグラウンドと駐車場に整備 総事業費 10,152,250 円 

平成１４年 ８月  名張市下比奈知地区内に地域体験ハウス「ひなちの家」開設し法人

独自の地域移行体験に取組む 

平成１４年１０月  ききょうホーム・さくらホームが５，６箇所目のＧＨとして認可 

          を受ける 

                   



平成１４年１０月  三重県障害者職業センターを行う 職場適応援助者による支援事業 

          （ジョブコーチ事業）機関型ジョブコーチ支援事業として覚書交換 

平成１４年１２月  精神障害者授産施設・生活支援センター・短期入所事業が１５年度

社会福祉施設等国庫補助協議対象施設として県より選定される 

平成１５年 ４月  １２年から１５年４月まで全国の福祉協会発達支援部会児童施設分

科会副座長を上村が務める   

平成１５年 ４月  措置制度から支援費制度の替わり、改革先進を目指し法人事業所の

名称変更を行い、更に会計基準変更に伴い定款変更を行う。    

＊成峯寮→成峯  ＊成美寮→成美  ＊第二成美寮→ディセンタ

ーういず  ＊めばえ教室→療育センターどれみ  ＊ききょうの 

          家→知的障害者ディサービスセンターききょうの家 

          平成１５年 ４月  共用作業棟ＪＯＹ－２を児童寮及び成美所属

の２３２６番地内に建設 総事業費 6,610,000 円 

平成１５年 ７月  桔梗が丘地内に７箇所目の重度ＧＨポピーホーム開設（入居者４名） 

平成１５年 ８月  名張市下比奈知に８箇所目のＧＨはるか開設 （入居者４名） 

平成１５年 ７月  児童寮施設安全確保のため建物にセンサー設置と焼却場撤去 

           総事業費 1,737,75 円（センサー756,000 円. 焼却場撤去 981,750 円） 

平成１５年 ９月  上野市緑が丘にホームヘルプサービス事業の事務所開設 

平成１５年１０月  児童寮男女便所・管理棟便所の水洗化及び男女宿直室改装 

          総事業費（株）ライフアート 18,425,000 円   

平成１５年１２月  精神障害者授産施設及び生活支援センター・短期入所居室の工事入

札と着工 建設請負・丸栄建設  監理・尾形建築事務所 

平成１６年 １月  児童寮男子棟居室改装工事 総事業費 2.500.000 円 

平成１６年 ３月  ＩＳＯ９００１認証取得、授産施設とも ３月９日認証 

平成１６年 ４月  法人・事業所の改革として名張育成園改革推進プロジェクト発足 

平成１６年 ４月  地域生活支援センター「ぱれっと」事務所を西原町に開設                  

平成１６年 ４月  名張市夏見に９箇所目ふれんちはうす開設(入居者４名)                  

平成１６年 ４月  名張市西原町に１０箇所目のＧＨべアーズホーム開設（入居者４名） 

平成１６年 ４月  更生施設・成美定員縮小 ６０名  ５５名認可                                       

平成１６年 ５月  旧成峯寮跡地に屋外トイレ建設  総事業費 9,300,000 円 

平成１６年 ８月  精神障害者授産施設レインボークラブ・生活支援センターひびき・

短期入所事業開設 総事業費 179,797,000 円 工事 150,000,000 円 

平成１６年 ８月  成峯・成美・ういず・ともに児童短期入所事業所指定を受ける 

平成１６年 ９月  精神障害関係事業ＩＳＯ９００１取得に向けてキックオフ 

平成１７年 ３月  精神障害関係事業ＩＳＯ９００１認証 

                   



平成１７年 ４月  更生施設成峯・定員縮小 ７０名   ６５名認可 

平成１７年 ５月  伊賀市（旧上野市）内に相談支援の事務所を上野緑が丘より、上野                  

東町２９２２に変更 

平成１７年 ５月  知的障害者・児童居宅介護等事業に「行動援護」事業の追加が受理

され事業開始 

平成１７年 ６月  グループホーム１１箇所目を名張市美旗中１番にＧＨオリオン設置 

平成１７年 ７月  法人内各事業所をパソコンでつなぎ即時に情報共有や伝言ができる

ことを目的にホットビスシステムを導入する。工事費 22,990,000 円 

平成１７年 ８月  児童居宅介護等事業及び知的障害者居宅介護等事業の事業所在地を 

          名張市西原町字長尾２６２２で変更受理される 

          主に在宅支援事業の拠点事務所・・相談事業等   

平成 17 年 8 月 25 日 身体障害者居宅介護等事業の事業者指定を受ける 

平成 17 年 8 月 25 日 児童ディサービスの事業者指定を受ける (なちゅ) 

平成 17 年 8 月 25 日 桔梗が丘八番町で開設してディサービス・プチクラブの事業者指定 

を受ける     

平成１７年１１月    障害者自立支援法公布 平成 17 年 11 月 7 日 １８年４月施行 

平成１８年 ４月   知的障害者更生施設(通所)ききょうの家設置経営の認可を受ける 

        (自立支援法施行に伴い福祉サービスに係る自立支援給付体系の新 

        サービスにより、ディサービス事業は他事業に移行するため) 

平成１８年 ４月   福祉有償運送事業開始する 

平成１８年  ９月   グループホーム１２箇所目を名張市桔梗が丘６番町に「すばる」と 

          して男子のホーム事業所指定を受ける 

平成１８年１０月  障害者自立支援法の新制度により事業名一部変更を行う 

        共同生活介護事業・・ケアーホーム 

                共同生活援助事業・・グループホーム等定款の変更認可を受ける 

平成１９年１０月    更生施設成峯 17 年４月に引き続いて５名の定員縮小を図り６０名 

          定員とする 

平成１９年  3 月  ３月２０日理事会の役員改選において常勤する理事長に交代する 

          ４月に渡邊千明から新理事長上村友則の法務局へ登記完了 

平成１９年 ４月  名張市より相談支援事業の地域生活支援事業の委託を受け 

          「障害者相談センターなびっと」としてぱれっと内に開設、従来の 

          地域生活支援センター「ぱれっと」は発達期の相談に特化した事業 

を行うこととする。また、名張市・伊賀市より障害者地域活動支援 

センター事業を受託した委託契約を締結する 

 

                  



平成１９年  ４月    平成１７年３月に取得したＩＳＯ９００１品質管理の認証を返上す 

る。 自立支援法による支援費が厳しくなり全体的に見直す   

平成１９年 ４月  ききょうの家 新事業 生活介護事業ききょうの家として事業開始        

平成１９年 ４月  平成 18 年より新制度障害者自立支援法の施行による、従来の 

          グループホームは共同生活介護事業(CＨ)・共同生活援助事業 

          (GH)へと移行し、法人の今までのグループホームはポピーホームを 

           を除きケアーホームに移行する。  

平成１９年 ４月  １３番目のケアーホーム「ふあみりー」を桔梗が丘３番町に開設 

平成１９年 ６月  名張市新田字出山 1225 番 2 の土地３１３㎡を所有者、大阪市在住  

          の渡辺美穂子氏より無償提供を受ける。                   

平成１９年 ８月  ８月 27 日夕方 6 時 23 分ごろ児童寮男子居室「まき」より火災発生                   

          全員避難して人身事故には至らず。その後手続きを経て男子棟を 

          全てを解体 職員室を居室に転用し１０月から２４名で運営を行う。 

          改修費用 16,000,000 円(解体等の費用含む) 

平成１９年 ９月  成峯５年経過し、空調設備が 24 時間稼動しており耐用年数に満たな 

          いが、稼働時間がすでに超過しており機能出来にくい状況がでてき 

          たため、移行時特別預金積立金 17,300,000 円を取り崩し室外機の 

          交換工事を菊屋ガスで工事を実施する。 

平成１９年１０月  児童施設火災で男子便所使用不能のため、女子棟横に仮設トイレ 

          を建設する。6,825,000 円 

平成１９年１１月  ききょうの家 障害者自立支援法における基盤整備事業の対象工  

として、国・県の補助金により増床工事を開始する。 

        理事会等手順踏んでの工事着工となる。 

        工事費 24,465,000 円 税込み・(株)テラカド落札 

                    補助金額 17,300,000 円 残額は法人より支出 

 平成２０年 １月  とも施設が４月より、新体系事業で就労支援事業・就労継続支援  

                     事業・生活介護事業に移行を行うため、基金を活用し焼き菓子製 

          造の機械導入のため入札を行う。4,786,950 円でタニコーさん受注 

平成２０年 １月  レインボークラブ新体系移行に向けて、掃除道具を購入し外注を 

          受け掃除・除草等を作業種目に加え所得をアップする取り組みとし 

て基金を活用し、2,336,853 円で軽自動車と掃除道具を入札で購入 

平成２０年 ３月  ききょうの家増床工事完成 

          増床部分の建物は法人所有、従来の建物と土地は名張市の所有であ 

          り、今後法人へ移管に向けての課題がある。 

 

                   



平成２０年 ３月  障害者自立支援法における基盤整備補助金交付決定の通知が届く 

          「とも」事業所の生活介護・就労移行支援・就労継続支援Ｂ型事業 

          の従たる事業所「みはた工房」として基盤整備補助金 20,000,000 円 

                    の内示を受ける    

平成２０年 ４月  「ゆうら」市内の小学生を対象に育成園講堂で学童的サービスの 

           実施事業として 基準該当児童ディサービスとして認可を受ける 

平成２０年 ４月   伊賀圏域就業・生活支援センター ジョブサポート「ハオ」開設 

平成２０年 ４月  桔梗が丘南に「コモドカサ」１４箇所目のケアーホーム開設 

平成２０年 ４月  福祉有償運送事業を１８年４月に開始してきたが、諸般の事情によ

り理事会において協議の上事業の廃止手続きを行う。 

平成２０年 ５月  評議員･理事増員し理事９名・評議員１０名・監事２名体制になる 

平成２０年 ６月  西田原に「はるか」「まどか」二箇所のケアーホーム開設  

          １５箇所目開設に伴い、比奈知の「はるかホーム」を契約解除 

平成２０年 ６月  みはた工房について新田区より了解をいただき、実施に向けて 

          県と協議を開始する 

平成２０年 ７月  労務管理強化につき出退勤管理にタイムレコーダー導入 

平成２０年 ８月  みはた工房設計監理業務の入札を行う 白鳳建設設計落札 

平成２０年１０月  児童施設整備につき三重県の選定会議が行われる 

平成２０年１０月  通所施設(とも・ういず・ききょうの家・ケアーホーム)送迎業務 

          をキタモリ運送に委託する 

平成２０年１０月  成峯施設の厨房業務を日清医療食品(株)に業務委託する 

平成２０年１０月  名張市より災害時の受け入れ協力事業所として「防災協力事業所」 

          第一号の認定を受ける 

平成２０年１１月  名張育成園創立５０周年記念事業を行う(名張市青少年センター他) 

平成２０年１１月  とも・従たる事業所、みはた工房入札実施 

          (株)テラカド 24,570,000 円で落札 ２１年３月までに完成条件                     

平成２１年 ３月  みはた工房完成  

平成２１年 ４月  ２８日、児童施設の設計監理業務の入札を実施する 

          都市環境設計三重事務所が 1000 万円で落札 

平成２１年 ６月  みはた工房事業開始(ギャラリーコーナー・喫茶コーナー)開店する 

平成２１年 ７月  ７日付・児童施設 はーと建設工事の施設整備補助金の交付決定を 

受ける 191,260,000 円 

平成２１年 ８月  弁当。配食サービス開始に伴う、農園舎の改修工事完了 512,400 円 

平成２１年 ８月  保健所より食事サービス事業・キッチン「はなむすび」として事業 

所が認可される 

平成２１年 ７月  桔梗が丘西地区へ児童ディ事業実施に伴う地元への説明会開始 



平成２１年１０月  児童施設整備に伴い、サポートセンター(総務)機能を成美へ移動 

平成２１年１１月  第１回 後援会「虹の会」主催によるチャリティーゴルフ開催 

平成２２年 ３月  ２０日名張市より桔梗が丘西よりアンケート結果が、法的、財産   

          的に地域住民に不利益をもたらす可能性があるとの主な理由で反  

          対となった。十分な説明を行ってきたが建設反対で撤退する。 

平成２２年 ３月  ２４日はーと入札 303,000,000 円税別で生川建設落札、翌日契約 

                         設計監理費 都市環境設計 20,055,000 円(税込・本体・既設建物・           

（耐震審査)２５日から工事開始   

平成２２年 ４月  桔梗が丘６番街に共同生活介護事業・アンビシャス開設 

平成２２年 ４月  東部保育園・定員１１０人の事業を名張市より民間委託を受ける             

平成２２年 ６月  ホームヘルパー２級養成講座 第１期生の養成研修開始 

平成２２年 ８月  第１回 職員の海外研修事業に取り組む、デンマークに５名派遣 

          する。 

平成２２年１１月  後援会虹の会主催による、第２回チャリティーゴルフを月が瀬の  

          コマカントリークラブで開催 

平成２２年１１月  はーと 総工事費 322,610,863 円・設計・管理・耐震含む 19,797,525  

                     円備品 24,712,104 円、資金内訳 (補助額 176,610,000 円・借入  

          140,000,000 円、自己資金 92,867,492 円) 総額 409,645,492 円 

平成２２年１１月  さんさん・日中活動場所の設計・監理業務を上野建築研究所が 

          7,500,000 円（税抜き）で落札 

平成２２年１２月  １２日こどもライフサポートセンター はーと 竣工式を行う。 

平成２３年 １月  １日 こどもライフサポートセンター はーと名称認可される。 

平成２３年 １月  ７日 こどもライフサポートセンター はーと既存児童寮改修工事 

          入札を行う 38,300,000 円（税抜き）で（株）ヤマタケが落札 

平成２３年 ２月  １日 はーとの定員３０名で定員変更認可される。 

平成２３年 ２月  １０日・生活介護施設(さんさん)工事の入札を行う。 

       135,000,000 円(税抜き)で福田豊工務店が落札・２５日地鎮祭行う 

                その後境界目隠しフェンス工事 2,520,000 円（税抜き）雨水放流側溝       

          改修工事費 11,446,000 円  建築面積 837 ㎡ 完成９月末備品・机や

椅子 2,324,700 円を榛原パワーウッドファクトリーより購入 

平成２３年 ２月  ２８日 成美トイレ改修工事の入札を行う 9,890,000 円（税抜き）  

          （株）丸栄建設が落札 

平成２３年 ３月  ４日 成峯特殊浴槽設置並びに浴室改修工事の入札を行う。 

          9,690,000 円（税抜き）で（株）丸栄建設が落札 

          特殊浴槽リフト・アマノ製品 2,499,000 円（税抜き）丸栄建設が落札 

                                    



平成２３年 ３月  ２５日 既存児童施設改修工事完成に伴い、ヤマタケと検査を行い 

          引き渡しを受け、２７日より児童ディなどに一部使用開始する 

平成２３年 ３月  ２９日 児童施設はーと建設時地域在宅児童利用者資源のため仮設 

          施設を建設した、その建物の解体作業始める・生川建設にて 

平成２３年 ３月  第二期ホームヘルパー養成講座終了式を行 

平成２３年 ４月  職員数３３７名（内正規１６４名・非正規１７３名） 

          管理職任命規則を制定し任期は２年とする。 

平成２３年 ４月  ４月より丸之内レインボークラブは就労継続Ｂ型事業へ移行し、併 

          設して、地域活動支援センター和（なごみ）の事業を開始する。 

平成２３年 ４月  ききょうの家は現在まで名張市の委託事業であったが、新体系の移 

          行により運営主体が名張育成会に移行していることから、建物は 

          譲渡し土地は無償貸与することで市と協議の上法人の基本財産に 

          編入を行う。 

平成２３年 ５月  ２２年８月から百合が丘地区の関係者に数回の説明会を開催し 

          名張市との間で土地の借用関する用途変更手続きを行う。 

平成２３年 ５月  名張市百合が丘に通所施設仮称「華さく百合が丘」設計・監理の入  

          札実施 上野建築研究所が 11,000,000 円で落札（税別）  

平成２３年 ５月  東田原字頭界２６２１番３６の土地１５４㎡を９５万円で取得し 

          法人の財産に編入し定款の変更を行う。５月理事会で承認 

平成２３年 ６月  成峯に設置する特殊浴槽アマノに 3,790,500 円（税別）で注文を行う。 

平成２３年 ８月  生活介護事業「さんさん」に関連する側溝工事完了する。 

平成２３年 ９月  夏見のビジネスホテルを、ケアーホームに改修するため設計業者の 

          入札を実施する。幸設計が 1,050,000 円（税別）で落札 

平成２３年 ９月  名張市百合が丘東９番町２８９番他２筆 4,519.24 ㎡を名張市より 

          ２３年９月１日から年 428,305 円で３０年間借用契約を行う。 

平成２３年 ９月  さんさん完成と事業実施に伴い９日（土）に内覧会を実施する 

          工事・事業費は２月に掲載済み 

平成２３年 ９月  児童施設［はーと］の中庭の整備 9,975,000 円、荻野建材で工事 

平成２３年 ９月  夏見のビジネスホテルを借用し、ケアーホームセンターとして改築 

          を行う。 設計・監理に幸設計が 1,102,500 円（税別）で落札 

平成２３年 ９月  百合が丘のギャラリーの入札を行う 丸栄建設 224,000,000 円で落 

          札する（税別）  

平成２３年 ９月  パン工房の設計・監理業務に小藪建築事務所が 800,000 円（税別） 

          で落札 

平成２３年１０月  百合が丘新通所事業所開設に伴う地鎮祭を現地で執り行う。    

                   



平成２３年１１月  パン工房新築・（株）丸栄建設 31,900,000 円（税別）で落札 

          ケアホーム改修工事・（大道建設）34,990,000 円（税別）で落札 

平成２３年１１月  ２８日パン工房の地鎮祭を行う 

平成２４年 ３月  名張市夏見にケアホームセンター「ゆっくる」完成・事務統括機能 

          集約し事業の効率性を図る。同場所に「ケアホームなつみ」開設し 

          定員１０名いずれも個室にて事業開始、総事業費 28,255,500 円   

内自己資金 18,255,500 円 日本財団 10,000,000 円の助成いただく  

平成２４年 ５月  百合が丘に新通所事業所「ワークプレイス栞
しおり

」として４月２９日に

竣工式を行う。事業は(生活介護・就労移行支援・就労継続支援 B 型) 

工事費合計 224,000,000 円  備品（家具関係）税込 12,320,000 円         

（備品アート 4,340,000 円 就労系 6,110,000 円ギャラリー1,870,000 円） 

平成２４年 ５月 ディセンターういずの活動場所として「パン工房ういず」事業開始 

平成２５年 １月 特定指定相談事業所「のーまらいふ暖」(特定相談・障害児相談)として 

                  成峯職員室横に事務所設置する。今までぱれっとで実施していた相談

支援事業は「のーまらいふ暖」が引き継ぐ 

平成２５年 ４月 「のーまらいふ暖」は４月から西原町の「ぱれっと」内に事務所を移

転し、家族等より相談を受け、「サービス等利用計画をつくりあげる業

務を実施する 

平成２５年 ４月 児童ディサービス「ゆぅら」「なちゅ」の事業を統合し「ゆぅら」利用

定員３０名で事業を実施する 

平成２５年 ４月 今まで法人敷地内に「めばえ教室」「どれみ」としてその時代のニーズ

に沿った事業を実施してきたが、名張市が今年から百合丘に 名張市

子どもセンターとして、開設することになり、どれみの機能を百合が

丘に移し「児童発達支援センターどれみ」として事業の充実を図る 

平成２５年 ４月 「ケアホームあさひ」を名張市朝日町に利用定員４名で開所 

平成２５年 ４月 ゆっくる(ケアーホーム)利用定員８５名で認可される                     

平成２６年 ４月 「いが児童発達支援センターれいあろは」を伊賀市大山田保健センタ

ー内に開設。児童発達支援（定員１０名）・放課後等デイサービス（定

員１０名）事業開始 

平成２７年 ４月 ゆっくる「なでしこホーム」開設。利用定員９０名で認可される 

平成２７年 ８月 「ホームヘルプサービスゆーゆ」が訪問介護事業［介護保険］を開始。 

平成２８年 ２月 名張市新田字女良塚に「みはた虹の丘保育園」移転改築（旧 東部 

保育園）。定員を１１０名から１５０名に変更 

平成２９年 ４月 「こどもライフサポートセンターはーと」において４ユニットの内 

         １ユニットを成人施設［ライフステップ ぽぷら］に変更（定員１０名）。 

児童の入所定員を２０名に変更し児者併設型とした 



平成２９年 ４月 認知症対応型高齢者グループホームひかり（定員９名）事業開始 

平成２９年 ６月 １９日に開催した理事会において法人代表者である理事長が上村友則

から市川知惠子に交代することになり６月１９日就任で登記変更完了 

平成２９年 ７月 特別養護老人ホームグランツァ（定員６０名）事業開始 

平成３１年 ４月 保育園を『幼保連携型認定こども園』に変更。「みはた虹の丘こど 

も園」となる。 

令和 ２年 ４月 伊賀市土橋に「いが児童発達支援センターれいあろは」を新設。児 

童発達支援、保育所等訪問支援、障害児相談支援の各事業運営開始。 

令和 ２年 ４月 ココロノイロ（旧れいあろは）が伊賀市土橋のセンター開所に伴い、 

   事業所名を改称し伊賀市大山田にて「放課後等デイサービス 

（定員１０）」事業所として再スタート。 

 

文章に不適切な表現をされていますが当時使用されていた用語をそのまま用いました。 

 

   ・ 精神薄弱→知的障害 

   ・ 収容→入所 


